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2．N－methy1－D－aspartate（NMDA）の眼華上昇機序
（法医学）原　修一，黒崎久仁彦，栗岩ふみ，
簗瀬武史，岩倉鯖鮨，加納節夫，遠藤任彦
（聖マリアンナ医科大学法医学）向井敏二
　NMDAのラット側脳室内投与後、脳温は、二相性（投与直後及
び10分後以降）に上昇した。2－amin（）一5－phosphonopentanoic
acid及びNω一nitro4！arginineは両者を抑制したが、　MK－801
及びindomethacinは後者のみを抑制した。このような知見
から、NMDAによる脳温上昇には、プロスタグランジン及
びnitric　oxideが関与することが示唆された。一方、脳血流
量も二相性に増加したが、indomethacinはこれらに対して
まったく影響を及ぼさなかったことから、脳温上昇とは異
なる機序によるものと考えられた。
1，造血幹細胞移植後のTMA発症における血管内皮細胞指
向性ウイルスの関与
（内科学第一）有瀧健太郎，鈴木章孝，荘司奈穂子，
内田淑子，木村之彦，大屋敷一馬
（東京医科歯科大学難治研究ウイルス）
大屋敷純子，阿部健司，山本諒太郎
　造血幹細胞移植後のTMA（Thrombotic　microangiopathy）
の原因に血管内皮細胞指向性ウイルスの関与が考えられて
おり、以下の検討を行った。造血幹細胞移植施行8例に対
しHHV－6と、　EBVはReal－timePCR法でゲノムコピー数を、
CMVはantigenemiaを解析し、臨床症状との関連を検討し
た。非血縁者骨髄移植の一例でHHV・・6ゲノムコピー数の増
加時に、TMAの発症を認めた。　EBV、　CMVの関与は認め
なかった。以上よりHHV－6による血管内皮細胞障害の関与
が示唆された。
3．頭蓋外一頸動脈のびまん性拡張所見は大動脈瘤の合併
を示唆する
く老年病学）杉山　壮，岩本俊彦，高崎　優
（外科学第二）福島洋行，石丸　新
【目的】頸動脈超音波検査で観察された頸動脈のびまん性拡
張像が大動脈瘤発見の契機となりうるかどうかを知ること。
【方法】連続953検査例を血管拡張（血管径総和≧22mm）の
有無によって2群に分け、大動脈瘤の頻度との関係を検討
した。対象は全例男子で平均年齢は72歳で、70歳台が半数
近くを占めていた。
【結果】対象の基礎疾患では大動脈瘤が245例あった他、閉
塞性動脈硬化症、脳卒中、狭心症などの血管障害が多かっ
た。動脈解離を除く大動脈瘤の91％は無症状で、偶然に発
見されていた。大動脈瘤は拡張群66例中53例に、非拡張群
887例中192例にみられ、頸動脈拡張像による大動脈瘤検出
の感度は0．22、特異度は0．98となった。
【結論】頸動脈拡張所見は大動脈瘤の合併を強く示唆する
ところがら、このような例では大動脈瘤の有無を積極的に
検索するべきと考えられた。
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